














１）本稿は、国際中国語言学学会第 16 回学術年会（北京大学 2008 年 6 月 1 日）において、発
表したものであり、屈承熹先生からコメントご意見をいただいた。その後、さらに漢語認知





















































































「動作 -結果」文 －（吃着饱） －（一边吃一边饱）
　同時に、空間移動文中における一部の身体動作と空間移動タイプは話者の強調点が異な
ることから相互に交換が可能である。




















































































現在 現在完成 現在進行 一般現在
過去 過去完成 過去進行 一般過去






























































































      受け手（対象 /生産物）：小王打碎了碗 /饺子包大了
　　　道具：刀都砍钝了





















































自変型動詞結果文の SV は抽象的意味の行為動作あるいは存現文で、SR とは一般に規





























  意図 結果 マーカー 現場性
把構文 ± ＋ － －
被構文 － ＋ － －
使役構文 ± ± ＋ ＋
重动構文 － ＋ － －








































































































































































































　（61）我吃了面包。              我吃了但没吃完。








a 類は一般に言わないが、 b類は成立する。 a類は次のように言うことが出来る。
　（63）他吃了饭，但没吃饱。
　　　　　彼　食べる　完了　ご飯　しかし　否定詞　食べる　満腹だ
　　　　　彼はご飯を食べたが満腹にならなかった。     
































　　　結果構文： ？小王包神了饺子  ？他说神了那件事儿
　　　把構文  小王把饺子包神了。  他把那件事儿说神了。
　　　被構文  饺子被小王包神了。  那件事儿被他说神了。
　　　連動文  小王包饺子包神了。  他说那件事儿都说神了。 
　しかし、常規性結果は一般的に連動文には用いられない。









　（73）小　王　喝　酒（行为） → 小王　醉　了（物的な结果）  （施事合并）
　　　　　王さん　飲む　酒　　王さん　酔う　完了
　　　　　王さんは酒を飲む　　王さんは酔っぱらった。


















































　　　　 b 杯子碎了。○（状态）　　　 b鸡蛋碎了。○（状态）
　　　　 c 小王打杯子。○（动作）　　 c田中捏鸡蛋。○（动作）
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